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新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

氏 名：武田 勝太 

住 所：加古川市加古川町 

就農地：加古郡稲美町 

年 齢：31歳 

農地：150a（借地 150a） 

施設：ビニールハウス 

5.4m×30m×2単棟、6m×40m×3単棟 

6m×30m×3単棟   計 1,584㎡ 

経営内容：青ねぎ 40a、オクラ 12a、 

ほうれんそう 40a 

ブロッコリー 50a 

だいこん 30a、レタス 40a 

えだまめ 10a、 

チンゲンサイ 10a 

労働力：本人、妻、パート２名 

出荷先：ＪＡ、スーパー、直接販売 

えだまめの調製作業 

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点 

2010年 退職、就農し、露地栽培を開始 

2012年 自己資金でハウス２棟設置し、 

施設栽培を開始 

2013年 自己資金でハウス１棟増設 

2014年 自己資金でハウス１棟増設 

2015年 農業施設貸与事業でハウス４棟増設

2018年 現在に至る 

○良かった点

 自分の思いどおりのことができる。

○苦労した点

 しんどくても自分の責任、人のせいにはで

きない。 

 就農時は、地域とのつながりがなかったた

め、土地探しに苦労した。地域の方から信

頼を得るのに時間がかかる。 

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉 

前職は、休みもなく、大変な仕事であった。

子供の病気がきっかけで、家族優先の生活を

送るため農業を始めた。 

これからは、自分の可能性を信じて、いろ

いろなことにチャレンジしていきたい。 

 農業経営の事を勉強せずに就農したため、

知らない事が多すぎて、今、困っている。

勉強してから就農した方が成功の近道。 

 成功するためには、自分に打ち勝つ事が大

事。特に、新規参入者の方は、一般農家の

３倍以上努力しないと勝てない。 




